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話題の本棚

イ
ス
ラ
エ
ル
と
正
面
か
ら
向
き
合
う

　

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
が
再
燃
し
た
。
こ
の
問
題
の
根
底
に
、「
国
民
国
家
」
体

制
に
お
け
る
「
国
民
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
あ
る
以
上
、
今
の
パ
レ
ス
チ

ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
よ
う
な
状
況
に
ど
の
国
も
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
著
者
の
早
尾
貴
紀
教
授
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
単
体
で
は
な
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
史
の
観
点
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
を
考
察
す
る
。
特
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
的
近
代
国
家
と
し
て
捉
え
、
そ
の
創
設
か
ら
現
在

も
抱
え
る
解
決
困
難
な
問
題
―
―
ア
ポ
リ
ア
に
切
り
込
ん
で
い
く
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
下
で
の
ナ
チ
ス
主
導
に
よ
る
迫
害
を
機
に
、「
約
束
の
地
」

と
し
て
誕
生
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
が
抱
え
る
ア
ポ
リ
ア
は
大
別
す
る
と
三
点
あ
る
。

一
点
目
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
の
国
家
創
設
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
肯
定
す
る
こ
と
に

な
る
問
題
。
二
点
目
は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
を
ユ
ダ
ヤ
人
（
単
一
民
族
）
の
み
と

す
る
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住
者
（
国
籍
所
持
者
）
と
す
る
か
と
い
う
問
題
。
三

点
目
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
み
で
構
成
す
る
単
一
民
族
国
家
創
設
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ

ス
チ
ナ
人
が
一
国
家
内
で
共
存
す
る
一
国
家
二
民
族
共
存
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ

ス
チ
ナ
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を
分
割
し
て
各
々
国
家
を
創
設
す
る
二
国
家
分

割
、
い
ず
れ
の
案
で
も
シ
オ
ニ
ス
ト
が
満
足
で
き
な
い
と
い
う
問
題
だ
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
思
想
家
た
ち
が
議
論
を
戦
わ
せ
て
き
た
。

バ
ト
ラ
ー
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
を
批
判
し
、
バ
ー
リ
ン
は

リ
ベ
ラ
ル
な
ユ
ダ
ヤ
人
思
想
家
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
を
支
持
し
た
。
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
サ
イ
ー
ド
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
戦
争
犯
罪
行
為

を
批
判
し
た
。
今
回
は
、
ブ
ー
バ
ー
と
同
じ
く
一
国
家
二
民
族
共
存
を
訴
え
、

本
書
で
最
も
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
ア
ー
レ
ン
ト
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
も
ブ
ー
バ
ー
も
共
存
を
訴
え
て
い
た
が
、
彼
ら
に
は
思
想
の
違

い
が
あ
っ
た
た
め
交
流
は
な
か
っ
た
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
ま
ず
、
ブ
ー
バ
ー

と
違
っ
て
ア
ー
レ
ン
ト
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
あ
る
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
た
。
次
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
多
民
族
国
家
の
類
型
と
し
て
の
二

民
族
国
家
を
想
定
し
、
ブ
ー
バ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
み
の
二
民

族
国
家
を
想
定
し
て
い
た
。
だ
が
、
結
局
は
単
一
民
族
国
家
を
目
指
し
た
イ
ス

ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
沈
黙
す
る
。
と
は
い
え
、
彼
女
は
シ
オ

ニ
ス
ト
で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
味
方
で
は
な
い
。
現
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ

レ
ス
チ
ナ
の
地
に
国
家
を
樹
立
す
る
前
提
で
議
論
を
進
め
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
思
想
家
同
士
で
交
流
が
な
か
っ
た
事
実
な
ど
、
言
外
の
部
分

に
焦
点
を
当
て
、
思
想
家
た
ち
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
考
え
を
分
析
し
て
い

る
点
が
本
書
の
見
所
だ
。
読
み
進
め
る
ほ
ど
に
、
日
本
で
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ

な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
の
加
害
者
性
が
露
わ
に
な
っ
て
く
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て

負
い
目
が
あ
る
に
せ
よ
、
昨
今
の
大
量
虐
殺
を
容
認
し
て
は
な
ら
な
い
。
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
我
々
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ

き
で
あ
る
。
最
後
に
自
戒
を
込
め
て
、
著
者
の
言
葉
で
締
め
括
る
。

　
「
日
本
に
せ
よ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
せ
よ
、
根
源
的
な
批
判
力
が
弱
ま
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
は
思
想
に
お
け
る
厳
密
な
批
判
の
欠
落
で
も
あ
る
」。

　

本
誌
一
五
頁
に
て
、
造
詣
を
深
め
る
た
め
の
書
籍
を
ご
案
内
中
。�

（�

前
髪 

）

�

（
三
四
七
頁　

税
込
三
六
三
〇
円　

8
月
刊
）

ユ
ダ
ヤ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
あ
い
だ

―
民
族
／
国
民
の
ア
ポ
リ
ア
― 

新
装
版

早
尾
貴
紀
著　
青
土
社
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話題の本棚

Ⅰ
Ｆ
値
よ
り
も
本
質
的
な「
イ
ン
パ
ク
ト
」の
あ
る
論
文
を
書
く
た
め
に

　
「
な
ぜ
『
一
流
誌
』
の
論
文
は
退
屈
で
つ
ま
ら
な
い
の
か
？
」
―
―
な
ん
と

も
挑
戦
的
な
文
句
が
帯
を
飾
る
。
著
者
は
「
何
ら
か
の
意
味
で
論
文
の
質
は
向

上
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
面

白
く
て
影
響
力
の
あ
る
理
論
の
数
が
増
え
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
言
う
。

そ
こ
で
本
書
は
、
研
究
と
い
う
営
み
の
根
幹
に
あ
る
「
問
い
」
に
目
を
向
け
る
。

◆
ギ
ャ
ッ
プ
・
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
―
―
論
文
大
量
生
産
装
置
―
―

　

社
会
科
学
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
の
隙
間
を
見
つ
け
出
し
そ
れ
を
埋
め
る

た
め
の
―
―
ギ
ャ
ッ
プ
・
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
的
な
―
―
問
い
が
主
流
で
あ
る
と

筆
者
は
分
析
す
る
。
そ
し
て
言
う
、
そ
れ
ら
は
「
面
白
く
な
い
」
と
。

　

こ
う
し
た
問
い
は
先
行
研
究
の
前
提
を
容
認
・
補
完
す
る
も
の
だ
。
そ
れ
ゆ

え
、「
既
存
の
理
論
や
先
行
研
究
の
根
底
に
対
し
て
挑
戦
す
る
の
で
は
な
く
む

し
ろ
そ
れ
ら
を
再
生
産

0

0

0

す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
理
論
の
開
発
に
つ
な

が
る
可
能
性
は
低
い
」（
な
ん
と
も
耳
が
痛
い
話
だ
）。

◆
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
―
―
「
問
題
化
」
と
い
う
方
法
論
―
―

　

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
理
論
に
結
び
つ
く
面
白
い
問
い
を
生
み
出
す
に
は
、

「
特
定
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
既
存
の
理
論
（
自
分
の
お
気
に
入
り
の
理
論

を
含
む
）
の
根
底
に
あ
る
前
提

0

0

0

0

0

0

0

に
光
を
あ
て
て
、
そ
れ
に
対
し
て
挑
戦

0

0

」
す
る

こ
と
―
―
「
問
題
化
」
―
―
が
必
要
だ
と
筆
者
は
述
べ
る
。
既
存
の
理
論
を
な

ぞ
る
の
で
は
な
く
、
学
派
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
な
か
で
共
有
さ
れ
て
い
る
前
提
を

問
い
直
し
、
弁
証
法
的
に
新
た
な
理
論
を
生
み
出
し
て
い
く
の
だ
。

　

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
？　

い
や
い
や
、
本
書
に
は
「
問
題
化
」
の
実
践

例
も
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
自
身
の
研
究
に
活
か
せ
る
具
体
的
な
ヒ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
要
点
が
図
で
整
理
さ
れ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
と
こ
ろ
。

　

最
後
に
本
書
の
魅
力
を
も
う
一
つ
。
本
書
は
「
な
ぜ
つ
ま
ら
な
い
ギ
ャ
ッ

プ
・
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
学
術
界
で
は
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
、

学
術
界
そ
れ
自
体
に
「
問
題
化
」
を
行
っ
て
い
る
。
業
績
主
義
、
競
争
の
激
化
、

分
野
の
細
分
化
、
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
…
…
こ
れ
ら
は
京
大
生
に
と
っ
て
も
他

人
事
で
は
な
い
。
ぜ
ひ
そ
の
目
で
本
書
の
結
論
を
確
か
め
て
も
ら
い
た
い
。

◆
学
部
生
の
あ
な
た
に
―
―
あ
な
た
の
問
い
は
ど
こ
か
ら
？
―
―

　

と
は
い
え
、
自
分
の
問
い
が
何
か
わ
か
ら
な
い
、
関
心
が
あ
る
分
野
も
定
ま

ら
な
い
と
い
う
学
部
生
の
読
者
も
お
ら
れ
る
は
ず
。
ご
心
配
な
く
。
そ
ん
な
あ

な
た
に
は
『
リ
サ
ー
チ
の
は
じ
め
か
た　
「
き
み
の
問
い
」
を
見
つ
け
、
育
て
、

伝
え
る
方
法
』（
筑
摩
書
房
）
を
お
薦
め
し
た
い
。
副
題
通
り
、
あ
な
た
の
問

い
と
伴
走
し
て
く
れ
る
最
良
の
書
だ
。
そ
し
て
ま
だ
時
間
が
残
さ
れ
て
い
る

一
・
二
回
生
に
は
、
よ
り
根
源
的
に
自
ら
の
「
問
い
」
に
向
き
合
っ
て
も
ら
い

た
い
。『
問
い
の
立
て
方
』（
ち
く
ま
新
書
）
が
良
き
導
き
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

問
い
―
―
そ
れ
は
知
へ
の
扉
を
開
く
鍵
穴
だ
。
最
後
に
本
書
に
倣
い
、
こ
の

言
葉
を
贈
ろ
う
。
破
壊
的
創
造
を
生
み
出
す
探
求
者
た
れ
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
二
九
六
頁　

税
込
三
〇
〇
〇
円　

6
月
刊
）

面
白
く
て
刺
激
的
な
論
文
の
た
め
の
リ

サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
作
り
方
と

育
て
方
―
論
文
刊
行
ゲ
ー
ム
を
超
え
て

Ｍ
．ア
ル
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
／
Ｊ
．サ
ン
ド
バ
ー
グ
著

佐
藤
郁
哉
訳　
白
桃
書
房
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　『人間の条件』の著者と
して有名なハンナ・アーレ
ント。彼女は一般に「政治
の思想家」として知られて
いる。しかし本書が提示す
るのはいわば「建築の思想
家」としてのアーレントで
ある。アーレントの思想を手がかりに、建築
のあるべき姿を考えること、そしてひいては
現代の都市や住居が抱える諸問題をあぶり出
し、新たな都市計画＝住宅設計を提案するこ
と、ここに本書の目的がある。
　ここで少し、アーレントの思想に触れてお
きたい。彼女の思想において「世界」概念は
格別の位置を占めている。世界とは、建物の
ような持続的な人工物から形成される空間の
こと。それは私たち死すべき人間の寿命を超
えて存続する。それは人間を時間的に超越す
る。それゆえそこには、過去の出来事の痕跡
や過去の人間の記憶が堆積している。つまり
世界は「建築化された記憶装置」なのである。
世界とは「そこに住む人たちの記憶を未来に
向けて伝達する空間である。自分がそこに存
在したという痕跡を残す空間である」。たとえ
ば私たちは、古い民家を訪れると、かつてそ
こで営まれていた生活や、かつてそこに暮ら
していた人びとの気配を感じ取る。そのよう
にして建築は、過去の記憶を未来に伝達する。
　しかし著者曰く、そうした建築はいまや消
え去ろうとしている。「仕事」を通じて形成
される永続的な「世界」は、「労働」を通じ
て形成される刹那的な「社会」に呑み込まれ
ようとしている。現代建築の寿命は非常に短
い。だとすれば「これからやってくる住人の
ために、いつまでもそこにあってほしいと地
域社会の人々が思うような建築」、そうした
美しい建築はどうすれば取り戻すことができ
るのか。それを語るのが本書である。（�ぱや ）

権力の空間／空間の権力
個人と国家の〈あいだ〉を設計せよ
山本理顕著　講談社選書メチエ

　
「
い
ろ
ん
な
人
間
、
い
ろ
ん
な
書
評
」
と
い
う
こ
と
で
、
実
験
的
な
特
集

を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
の
合
言
葉
は
「
人
の
数
だ
け
書
評
が
あ
る
！
」。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
複
数
人
が
同
じ
本
を
読
ん
で
も
、
そ
こ
か
ら

同
じ
書
評
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
少
の
重
な
り
合
い
は
あ

る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
必
ず
、
独
自
の
視
点
と
文
体
を
持
っ
た
書
評
が
生

ま
れ
る
は
ず
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
、
書
評
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い

を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
お
堅
い
書
評
誌
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
の

特
集
を
、
適
度
な
ゆ
る
さ
を
持
つ
本
誌
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
駄
弁
を
弄
す
る
の
は
や
め
て
、
早
速
ど
う
ぞ
！

特集

いろんな人間、
いろんな書評



綴　　　　葉No.423

5

　「空間の権力」はどのように女性の社会的
地位に影響を与えたのだろうか。本書では空
間における男女格差やその役割にも言及して
いる。
　官僚制的行政を基盤とする現代「社会」で
は、行政が管理しやすいような空間を持つ建
築物を人々は無意識に求める。この「社会」
空間は、人々が競争心や個性、そして真実の
自分を曝け出すことができる「世界」空間と
は異なる。「社会」では、すべての価値が金
銭であると考えられ、人々は仕事ではなく労
働のみに従事し、個性やアイデンティティは
社会平等の混乱をもたらすと考えられる。
　著者は「世界」における都市空間を肯定し
ているが、この空間にも弱点がある。それは、
都市空間全体の公的空間を男性の領域、そし
て私的空間を女性の領域と隔離した上で、公
的領域に存在する男性に対してのみ自由と平
等な権利を与えていたことである。この点、
「社会」においては、都市空間の中に家庭が
含まれなくなったため、都市空間における男
女格差は見えにくくなったのである。
　しかし、「社会」における議論からは、女
性に関連する論点が抜け落ちているように感
じられる。このことからも、必ずしも都市空
間の建築方法によって「世界」が「社会」に
転換したことで女性にも自由や平等が与えら
れるようになったとは言い難い。
　また、特に途上国と呼ばれる国々では、官
僚制的支配よって政が行われている社会空間
においても、未だに「世界」すなわち男女そ
れぞれの領域に大きな隔たりを持たせる空間
構築をするような建築物が多く散見される。
本書ではこのような「世界」的建築空間と
「社会」的公共空間の混在している領域につ
いての議論は一切なされていない。このよう
な矛盾点に対して筆者がどのように議論を行
うのか、続編に期待したい。� （�プラチ ）

　「設計という行為は、人々に未来を提示す
ることなんだよ。」学部時代、設計の授業で
幾度となく聞いたその言葉に、私はあまり実
感が持てずにいた。あの頃の私に読ませたい。
本書は空間の持つ政治性を示し、そして設計
者の責任の重大さを記述する。建築に携わる
ものとして背筋が伸びる一冊だ。
　建築と権力を結びつけるものとして本書で
繰り返し用いられる「物化」は、アレントか
ら引用された概念である。思想は空間となる
ことでリアリティを得る。もはや当たり前と
なっている「1家族＝ 1住宅」の現代の暮ら
しも、官僚制的思想を具体化したものである
と著者は指摘する。住居となることで、あた
かも現在の暮らしが社会的要請であるかのよ
うに認識され、政治参加への自由のない現代
に誰も疑問を呈さなくなのだ。ここに建築の
可能性と、恐ろしさがある。
　著者は、標準化・画一化された住宅を設計
し官僚制的思想の「物化」に図らずとも加担
した二十世紀の建築家の責任を指摘する。そ
して言う、「空間は未来の住人に引き渡す権
力なのである」と。空間は思想を具体化する。
だからこそできることがあるはずだ。本書の
後半には「地域社会圏」という具体的な提案
や、「『自ら決める意思』を持った人々が住む
空間」を実現しようと奮闘した記録などが描
かれる。管理装置的な現代の建築の在り方を
変えようとしている一人の建築家の姿に、勇
気づけられた。
　本書は壮大な建築論を展開しているようだ
が、客観的な視点での建築批判がなされてい
る。アレントの主著を軸としているためか、
建築から一歩引いた視点があり、現代社会を
生きるすべての人に向けて書いているように
感じた。私たちは未来に向けて、どんな空間
を作ることができるだろうか。� （�茫漠 ）
� （264 頁　税込 1980 円）

　アーレントを専門とするぱや、地域研究を専門とするプラチ、建築を専門とする茫漠、この三人が集
まったならこの本をやるしかないということで、本書が選ばれました。アーレントの思想や、世界各地
の都市や建物を参考にしながら、建築の未来を考える。それが本書の企てです。建築論としてだけでな
く、ひとつのアーレント読解としても面白い。アーレント研究者の端くれとしてそう思いました。とい
うことで、本書の多様な側面を、以下の三つの書評で味わっていただければと思います。
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　哲学対話を通じた教育法、こども哲学。そ
の議題は身近な所から湧き出てくる。著者が
小学校を訪れて実践した際の例を見てみよう。
　あるクラスで、「禿げ」をテーマにしたい
という声が上がった。どうにも哲学に繋がら
なさそうに見えるが、著者はこれをふざけた
意見だと断じることなく、ただ「どうしてそ
のテーマにしたいと思ったの」と真剣に深掘
りを促した。するとこどもたちは、変化する
身体への不安と、それを揶揄したくなる感覚
があるということを徐々に自覚し、ついには
「どうして禿げるとバカにされ、差別される
のか」という問いに辿り着いたのである。
　本書は、こども哲学の理論だけでなく教育
者向けの指南まで備えている。その中で著者
は、こどもたち自身が問いを立てることの重
要性を説く。「大人や教師が考えさせたがっ
ている問いをこどもに与えてしまうと、その
瞬間から、こどもは大人が求めている正解を
探ろうとします」。この鋭い記述に私はハッ
とさせられた。哲学の醍醐味――常識や自ら
の思い込みに批判的になれること――を失わ
ないための、重要な教訓である。
　こども哲学の美点は、思考力や対話能力を
伸ばしつつ、己の生き方や社会のあり方を問
う姿勢も身に付けさせることだ。本書はそれ
を強調するための反面教師として、文献研究
に終始する知識偏重の「アカデミズムの哲学」
を対置するが、この理路には首肯しかねた。
先述の美点は本来、哲学の営み全般のもので、
そこには学問的な哲学も含まれると私は思う。
　一人一人が哲学的な問いに向き合える社会
を実現する、という本書の目標に私は強く共
感している。だからこそ言いたい。そんな社
会の実現には、こども哲学のような市井での
対話とアカデミアでの探究の両輪が必要で、
それらは行き来可能なはずであると。（�朝露 ）
� （288 頁　税込 1925 円）

　こどもは深く考えられな
い、という偏見が「じぶん
で考えじぶんで話せる」機
会をこどもから奪う。一方
で、その機会を与えるのは
こども哲学である。哲学
者・河野哲也氏によって、
この哲学の理論と実践が記されたのが本書だ。
　それにしても、こども哲学とは何だろうか。
河野氏は「自分の人生の捉え直しと新しい文
明の構築のためのコミュニケーション方法と
して役立つ」ものとしている。つまり、こど
も同士で哲学的なテーマについて話し合うこ
とで、他人と合理的に議論する力、自律的に
考える力を養う教育法のことである。
　「受容」と「対話」、この二つがこども哲学
を支えるキーワードだ。まず意見を言っても
大丈夫と安心できる環境を整え、その環境下
で対話――驚きから始まり、探究と思考によ
って進む会話を行えば、自ずと思考は深まる。
そして、この対話に答えは必ずしも必要ない。
なぜなら、考えるプロセスが肝要だからだ。
　こども哲学の日本での普及を願ってやまな
い。だが、普及するにつれ、扱える言語が日
本語でない場合や日本語の運用能力に差があ
る場合などの対応を迫られるだろう。なぜな
ら、日本には日本語指導を必要としているこ
どもが現在約 6万人いるからだ。彼らは言語
的に不利なため、進学率が低く、中退率が高
い。それゆえ低所得者になりがちだ。ここか
ら、社会からの疎外感を抱いていてもおかし
くない。こうしたこどもたちにも／こそ、こ
ども哲学が届いてほしい。言語が異なろうと
も、こども哲学を実践できるようにするには
どうするべきかを考えるのが今後の課題だ。
　こどもへの偏見を一掃すると共に、教育に
ついて考え、話し、実践するよう促す一冊、
ぜひ手に取っていただきたい。� （�前髪 ）

　前髪と朝露、双方ともに教育への関心が高いこ
とから本書を選びました。
　応用言語学徒の前髪は教育実践に際した言語の
問題に、哲学徒の朝露は教育実践の現場に関心が
あるといった違いを楽しんでもらえれば幸いです。

じぶんで考えじぶんで話せるこど
もを育てる哲学レッスン　増補版

河野哲也著　河出書房新社
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　本作品は、意地悪な老人
がクリスマスの奇跡によっ
て心を入れ替える、そんな
よくある物語のように思え
る。しかし、1843 年の出版
からこれまで愛され続けて
きた名作がそれだけである
はずがない。英国の文豪ディケンズが贈るク
リスマスの物語を今一度皆で読んでみようで
はないか。
　周囲の人間から孤立し、人に親切にするこ
ともなく、他人を見下すスクルージ。全くも
って擁護のしようがない人間に思えるのに、
どうしてか読者はスクルージを嫌いにはなれ
ない。時折挟まれる語り手の言葉のせいだろ
うか。物語の語りを通して、ディケンズの愛
ある眼差しが、気付けば私たちにも伝染して
いるのである。悪人に見えたスクルージにも
多様な側面があり、一人の愛すべき人間であ
ることを知る。すると、亡霊が「いとしみを
こめた眼で彼を見た」ときには、読者もなん
とも切ない思いを彼に対して抱くのだ。
　物語冒頭、スクルージは、クリスマスの寄
付を募る紳士を、余計な人口が減るならそれ
でよいと追い返す。罪を犯したわけでもある
まい、特に罪悪感もない様子。それにもかか
わらず、亡霊がかわいそうな子どもの死につ
いて同じ言葉を繰り返した際には、「かつて
自分の言った言葉をこのように幽霊が引合い
に出すのを聞いてうなだれ」るのである。都
合が良い態度だと思うだろうか。私はそうは
思わなかった。少なくともスクルージは自分
の言った言葉をきちんと覚えているのだ。無
意識にまで染み込んだ悪人ではない、まだど
こか救いのある人間なのではないかと思える。
　名作は読者を納得させる。ディケンズの人
物描写の妙は、明日からまた人間に期待して
みようかと思わせる説得力がある。（�ひるね ）

　光に満ちた街へ人々が繰り出す。その傍ら
では、催し事など知ったことかというように
淡々と残業をこなす会社員が。ここ日本にお
いてクリスマスは一つの“イベント”であっ
て、その重要性は人それぞれだ。
　しかし近世ロンドンでは事情が違う。クリ
スマスは家族と共に一年の労をねぎらいつつ、
神に感謝するこの上なく重要な日だ。この
『クリスマス・キャロル』でも、人々は家族
や仲間と共に食卓を囲み、幸福の真中にいる
かのように笑い合う。
　この「笑い」というものが本作のテーマの
一つであるように私は思う。物語前半、人間
を嫌い、人間に嫌われたスクルージは不幸の
絶頂にいるかのごとく、その顔にしかめっ面
を貼り付けている。時折見せる彼の笑いは
「皮肉」から生まれる「嘲笑」であって、周
囲の人間を愉快にさせる代物ではない。では、
過去・現在・未来の聖なる夜を見た後の彼は
どうか。日常の些細なことにも声をあげて笑
い、見知らぬ人々にも微笑みかける。自身の
豹変ぶりを笑う人がいても咎めはしない。寛
大な心でその冷笑を受け入れる。冷たく自己
中心的であった彼の笑いは、周囲を巻き込む
寛大で温かな笑いへと変わっていく。
　彼の変容の裏にあるのは、世界の残酷な一
面との出会いである。純心な幼子の死、自身
の悲惨な死、そしてあらゆる災禍の根源とな
る「無知」と「欠乏」の醜態。あまりに醜悪
なこの世の有様を目にしたスクルージは現在
の生に感謝を捧げ、日常のどんなに小さな事
柄にも幸せを見出していく。
　何がクリスマスだ！　と斜に構える気持ち
もわかる。だが今年ぐらいは、改心したスク
ルージのごとく寛大な心でその日を迎えよう。
悲しみで溢れたこの世界に、人間に、期待を
抱きながら。� （�はらん ）
� （189 頁　税込 473 円）

　けちで意地の悪い老人スクルージ、クリスマス
の亡霊に連れ出された彼の眼前には過去・現在・
未来のクリスマスの様子が映し出される。この世
の惨状と人々の温もりに触れた彼は……。小説こ
そ読み方は千差万別。名作をあなたはどう読む？

クリスマス・キャロル
チャールズ・ディケンズ著
村岡花子訳　新潮文庫
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

さ
み
し
い
と
き
は

青
青
青
青
青
青
青

―
―
少
年
少
女
の
た
め
の
作
品
集

寺
山
修
司
著
　
ち
く
ま
文
庫

�

海
を
知
ら
ぬ
少
女
の
前

に
麦
藁
帽
の
わ
れ
は
両

手
を
広
げ
て
い
た
り 

　

私
が
寺
山
修
司
を
知

っ
た
の
は
こ
の
短
歌
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
だ
か
ら

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
私
に
と
っ
て
の
彼

は
い
つ
ま
で
も
若
く
、
ど
こ
か
青
い
世
界
に
い
る
。

そ
し
て
先
月
、
彼
の
作
品
集
が
新
た
に
編
ま
れ
た
。

そ
れ
は
ひ
り
ひ
り
と
し
た
青
い
光
を
放
つ
、「
少
年

少
女
の
た
め
の
」
詩
と
物
語
。

　

解
説
・
幾
原
邦
彦
曰
く
、
寺
山
修
司
に
は
「
ち
ょ

っ
と
粋
な
カ
フ
ェ
で
女
の
子
に
語
る
ホ
ラ
話
の
よ
う

な
楽
し
さ
。
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
恐
ろ
し
い
大
人

の
世
界
に
船
出
し
て
も
、
な
ん
と
か
や
り
果お

お

せ
る
か

も
し
れ
な
い
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
錯
覚
で
き
る
楽
し

さ
」
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
軽
薄
の
裏
に
透
け
て
い

る
の
は
、
絶
対
的
な
さ
み
し
さ
だ
。
で
は
寺
山
修
司

の
言
葉
に
ご
登
場
願
お
う
。「
海
の
水
の
最
初
の
一

滴
が
一
人
の
女
の
子
の
涙
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
少

年
が
い
た
」。「
人
は
だ
れ
で
も
『
さ
よ
な
ら
』
と
言

ノ
ウ
イ
ッ
ト
オ
ー
ル

あ
な
た
だ
け
が
知
っ
て
い
る

森
バ
ジ
ル
著

文
藝
春
秋

　
「
小
説
と
い
う
も
の

に
必
死
に
手
を
伸
ば
し

た
作
者
の
叫
び
が
聞
こ

え
た
」。

　

本
作
は
第
三
〇
回
松
本
清
張
賞
受
賞
作
で
あ
る
。

名
だ
た
る
選
考
委
員
達
に
満
場
一
致
で
認
め
ら
れ
た
。

先
に
引
い
た
の
は
、
米
澤
穂
信
氏
に
よ
る
選
評
だ
。

本
を
閉
じ
て
帯
の
こ
の
言
葉
を
見
た
時
、「
あ
、
本

当
に
そ
う
だ
っ
た
な
」
と
思
っ
た
。「
小
説
」
と
い

う
も
の
へ
の
ぶ
厚
い
信
頼
の
上
で
、
花
火
を
両
手
に

飛
び
駆
け
回
る
よ
う
な
、
圧
倒
的
熱
量
と
ピ
ン
と
張

っ
た
生
の
輝
き
に
満
ち
た
一
冊
の
小
説
な
の
だ
。

　

本
作
は
六
つ
の
小
説
か
ら
成
る
。
個
々
違
う
ジ
ャ

0

0

0

0

0

0

ン
ル
の

0

0

0

。
具
体
的
に
は
、
推
理
小
説
・
青
春
小
説
・

科
学
小
説
・
幻
想
小
説
・
恋
愛
小
説
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
総
括
す
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
だ
。
こ
れ
ら
の
小
説
は

段
々
リ
ン
ク
し
て
い
く
。
一
つ
の
街
を
舞
台
に
、
異

な
る
五
つ
の
世
界
線
を
生
き
る
人
々
の
物
語
な
の
だ
。

　

登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
立
っ
て
い
る
の
も

本
作
の
魅
力
だ
。
暴
力
団
に
超
高
額
な
依
頼
料
を
突

き
つ
け
る
女
性
名
探
偵
。
未
来
人
か
ら
狙
わ
れ
る
女

子
高
生
。
魔
界
を
追
放
さ
れ
た
魔
法
使
い
。
人
に
言

え
な
い
事
情
で
失
恋
し
た
三
〇
歳
女
性
。
軽
妙
な
文

章
の
中
で
ク
セ
の
強
い
彼
ら
彼
女
ら
が
生
き
て
い
る

0

0

0

0

0

。

　

六
つ
の
短
編
の
中
で
も
Ｍ
‐
1
を
目
指
す
高
校
生

コ
ン
ビ
を
書
い
た
青
春
小
説
「
イ
チ
ウ
ケ
！
」
は
抜

群
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
誇
る
。
勉
強
も
恋
愛
も
疎
か

に
発
声
練
習
滑
舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
漫
才
、

高
校
生
活
を
漫
才
に
注
ぎ
込
む
打
ち
上
げ
花
火
の
よ

う
な
刹
那
の
莫
大
な
煌
め
き
。
緊
張
の
吐
き
気
や
ネ

タ
が
飛
ぶ
恐
怖
も
乗
り
越
え
、
大
人
・
プ
ロ
と
同
じ

舞
台
で
ぶ
ち
か
ま
し
進
む
姿
が
眩
し
く
て
文
字
が
滲

む
。
彼
ら
の
漫
才
は
世
界
線
を
超
え
、
響
い
て
い
く
。

　

読
後
暫
く
放
心
し
た
。
尊
い
時
間
だ
。�

（�

黄
丹 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

7
月
刊
）

う
と
き
に
希
望
を
い
だ
く
。
だ
が
、『
希
望
は
人
類

の
最
後
の
病
気
だ
』
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
い
で
」。

（
ね
、
さ
み
し
さ
が
降
り
注
い
で
い
る
で
し
ょ
う
？
）

　

彼
は
決
し
て
そ
の
さ
み
し
さ
を
突
き
放
さ
な
い
。

か
と
い
っ
て
懇
々
と
寄
り
添
う
こ
と
も
な
い
。
た
だ

彼
は
自
在
に
お
ど
け
て
、
傷
を
、
恋
を
、
涙
を
、
そ

の
激
し
さ
と
果
て
し
な
さ
を
鮮
烈
な
青
に
込
め
る
。

　

二
〇
歳
を
超
え
た
今
で
も
心
の
中
に
少
年
少
女
が

棲
み
つ
い
て
離
れ
て
く
れ
な
い
―
―
そ
ん
な
人
が
も

し
い
る
の
な
ら
、
ど
う
か
悲
し
ま
な
い
で
ほ
し
い
。

こ
れ
は
き
っ
と
、
い
つ
ま
で
も
少
年
で
あ
り
少
女
で

あ
る
、
あ
な
た
の
た
め
の
本
だ
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
三
五
二
頁　

税
込
九
九
〇
円　

10
月
刊
）
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祝
福

高
原
英
里
著

河
出
書
房
新
社

　

呪
な
の
か
祝
な
の
か

―
―
帯
に
刷
ら
れ
た
言

葉
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。

九
つ
の
短
編
か
ら
な
る

本
書
は
、
各
編
の
言
葉
が
響
き
合
い
一
つ
の
世
界
を

成
し
て
い
る
。
あ
る
種
長
編
作
品
と
も
い
え
る
。

「
呪
」
と
「
祝
」
は
表
裏
一
体
と
は
よ
く
言
う
が
、

二
つ
が
反
転
す
る
境
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
さ

に
冒
頭
の
一
節
が
、
本
書
に
通
底
す
る
問
い
と
な
る
。

　

例
え
ば
古
文
を
読
ん
で
い
る
と
き
、
例
え
ば
外
国

語
の
朗
読
を
聞
い
た
と
き
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
な

ん
と
な
く
気
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
言
葉
そ

の
も
の
の
求
心
力
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
現
代
日
本

語
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
そ
ん
な
感
覚
を

生
じ
さ
せ
る
。
ど
こ
か
掴
み
ど
こ
ろ
が
な
い
、
し
か

し
、「
わ
た
し
」
の
視
点
で
進
む
物
語
は
、
そ
の
意

識
と
と
も
に
流
れ
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
心
地
よ
い
。

　

と
は
い
え
、
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
は
解
釈
し
て

み
た
く
な
る
。
本
書
は
、
そ
の
随
所
に
伏
線
と
も
思

え
る
言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
思
索
が
捗
る
。
た
だ
、

夢
中
で
読
み
進
め
て
い
る
と
一
つ
疑
問
が
生
ま
れ
る
。

「
解
釈
」
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

　

第
五
編
「
目
醒
め
る
少
し
前
の
足
音
」
で
は
、
あ

る
少
女
が
ブ
ロ
グ
に
綴
っ
た
言
葉
を
教
え
と
す
る
宗

教
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
聖
典
で
あ
る
ブ
ロ
グ

上
の
言
葉
を
「
解
釈
」
す
る
こ
と
を
「
無
関
係
の
破

片
で
あ
る
言
葉
を
…
…
あ
た
か
も
連
鎖
す
る
も
の
の

よ
う
に
仕
立
て
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に

あ
る
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た
は
ず
の
言
葉
が
、

「
解
釈
」
を
経
て
変
容
し
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
。

　

第
九
編
「
帝
命
定
ま
ら
ず
」
は
、
一
つ
の
解
と
も

読
め
る
。「
わ
た
し
」
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
音
の

響
き
を
「
解
釈
」
し
意
味
を
見
出
す
。
さ
て
、
そ
こ

に
あ
る
の
は
「
呪
な
の
か
祝
な
の
か
」。�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

7
月
刊
）

　

対
等
な
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
が
難
し
く
、

社
会
か
ら
距
離
を
置
か

れ
て
い
る
人
々
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
暴
言
を
ま
き
散
ら
す
人
、
猫
か
ら
し
か
愛
さ
れ

な
い
人
、
他
者
に
尽
く
す
こ
と
で
し
か
関
係
を
結
べ

な
い
人
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
「
可
哀
想
」
な
人
と

の
後
味
の
悪
い
交
流
を
描
い
た
短
編
集
だ
。

　

読
み
終
え
て
か
ら
振
り
返
る
と
、
本
書
に
出
て
く

る
「
可
哀
想
」
な
人
た
ち
は
で
き
れ
ば
関
わ
り
た
く

な
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
。
し
か
し
、
哀
れ
み
や
同
情
、

そ
し
て
偽
善
的
な
感
情
か
ら
「
私
」
は
交
流
を
持
っ

て
し
ま
う
。
誰
か
を
「
可
哀
想
」
と
感
じ
た
時
点
で
、

そ
の
人
は
自
分
よ
り
下
の
存
在
だ
と
認
定
し
て
お
り
、

も
は
や
対
等
な
人
間
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
。
自
ら

が
上
位
で
あ
る
と
い
う
無
意
識
の
優
越
感
が
な
け
れ

ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
可
哀
想
」
な
人
と
距
離
を
縮
め
よ

う
と
は
思
わ
な
い
か
ら
だ
。

　

対
等
で
な
い
歪
な
関
係
が
平
穏
無
事
に
保
た
れ
る

こ
と
は
な
く
、
き
っ
か
け
一
つ
で
関
係
は
崩
壊
し
て

し
ま
う
。
本
書
で
は
、
こ
の
崩
壊
が
ス
リ
ル
を
生
み
、

各
短
編
を
緊
張
感
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
不
吉
な

匂
い
が
濃
く
な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
た
時
に
は
手
遅

れ
で
あ
り
、
生
々
し
く
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
悲
劇
が

幕
を
開
け
る
。
じ
わ
じ
わ
と
高
ま
っ
て
き
た
嫌
な
予

感
が
的
中
す
る
瞬
間
の
カ
タ
ル
シ
ス
は
、
陰
鬱
な
内

容
で
あ
り
な
が
ら
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な

爽
快
な
読
後
感
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
救

い
の
な
い
結
末
を
迎
え
る
。
悪
意
を
ま
き
散
ら
す

「
可
哀
想
」
な
人
が
報
い
を
受
け
た
り
、
被
害
を
被

っ
た
「
私
」
が
救
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
。
ひ

た
す
ら
に
嫌
な
気
分
に
浸
れ
る
一
冊
で
あ
り
、
覚
悟

を
持
っ
て
本
書
を
開
い
て
ほ
し
い
。�

（�

筏 

）

�

（
二
一
八
頁　

税
込
一
七
〇
五
円　

9
月
刊
）

可
哀
想
な
蠅

武
田
綾
乃
著

新
潮
社
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わ
た
し
の
香
港

消
滅
の
瀬
戸
際
でカ

レ
ン
・
チ
ャ
ン
著

古
屋
美
登
里
訳
　
亜
紀
書
房

　

出
町
の
映
画
館
で
あ

る
映
画
を
見
た
。
舞
台

は
コ
ロ
ナ
禍
の
香
港
、

清
掃
業
の
主
人
公
は
防

護
服
を
ま
と
い
、
休
業
中
の
飲
食
店
で
消
毒
液
を
噴

霧
す
る
。
顔
を
覆
い
隠
す
マ
ス
ク
が
霧
で
霞
む
―
―

そ
れ
が
催
涙
ガ
ス
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
国
安
法
制
定
後
、
声

を
上
げ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
香
港
で
人
々
に
で

き
る
こ
と
は
、
こ
の
都
市
の
姿
が
消
え
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
記
録
し
、
記
憶
し
続
け
る
こ
と
だ
。

　

本
書
は
香
港
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
半
生
を

振
り
返
り
、
自
ら
の
生
き
た
香
港
を
描
く
回メ

モ
ワ
ー
ル

想
録
で

あ
る
。
祖
母
に
育
て
ら
れ
、
母
と
弟
に
会
い
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
へ
行
く
の
が
嫌
だ
っ
た
幼
少
期
、
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
を
転
々
と
し
た
大
学
生
活
、
う
つ
病
を
患
い

な
が
ら
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
音
楽
シ
ー
ン
や
活
動
家
の
声

を
拾
い
集
め
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
時
代
、
そ
し
て
二

〇
一
九
年
デ
モ
。
生
々
し
い
ほ
ど
に
描
写
さ
れ
る
日

常
の
細
部
に
は
、
歴
史
・
政
治
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
関
係
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
香
港
と
い
う
都

市
の
空
間
性
が
現
れ
る
。
英
語
が
流
暢
な
イ
ン
タ
ー

信
仰
と
越
境
の
ウ
イ
グ
ル

―
―�「
進
歩
」の
共
和
国
か
ら
復
興
の

イ
ス
ラ
ム
共
同
体
へ

中
屋
昌
子
著
　
文
理
閣

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
―
―
二
〇
二
一
年
に

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
不
買
運
動
が
世
界

各
国
で
行
わ
れ
た
際
に
耳
に
し
た
人
は
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
域
は
一
九
四
九
年
以
降
、

中
華
人
民
共
和
国
の
共
産
党
政
権
に
よ
り
支
配
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
共
産
党
政
権
下
で
は
宗
教
そ
の

も
の
が
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
信
仰
ゆ
え
に
故
郷
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」

人
々
が
ウ
イ
グ
ル
を
離
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
ト
ル
コ
へ
と
亡
命
し
た
ウ
イ
グ
ル
に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
歴
史
や
人
々
の
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
実

態
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　

中
国
当
局
が
新
疆
で
実
行
し
て
い
る
宗
教
統
制
・

脱
宗
教
化
の
手
法
、
人
々
が
監
視
の
目
を
か
い
く
ぐ

り
な
が
ら
信
仰
を
貫
い
て
い
る
方
法
な
ど
、
第
三
国

に
亡
命
を
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
ウ
イ
グ
ル
の
状
況
が

体
験
談
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
宗
教
活
動
に
関

し
て
は
、
私
的
・
公
的
空
間
に
関
係
な
く
過
敏
に
反

応
す
る
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
表
現

か
ら
も
、
人
々
が
宗
教
信
仰
を
続
け
る
こ
と
が
い
か

に
困
難
で
あ
る
か
理
解
で
き
る
。

　

携
帯
電
話
の
待
ち
受
け
画
面
や
、
家
か
ら
数
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
ゴ
ミ
捨
て
場
に
行
く
際
の
服
装
ま
で
監

視
さ
れ
て
い
る
毎
日
。
も
し
自
分
で
あ
れ
ば
発
狂
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
当
局
に
よ
る
厳
格

な
監
視
下
、
そ
し
て
法
の
下
の
平
等
が
成
立
し
な
い

状
況
に
お
い
て
祖
国
を
捨
て
る
こ
と
を
選
択
す
る
ウ

イ
グ
ル
の
強
さ
、
そ
し
て
信
仰
深
さ
に
は
脱
帽
で
あ

る
。
中
国
当
局
に
よ
る
諸
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
は
も
は
や
ト
レ
ン
ド
と
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。

し
か
し
、
人
々
は
苦
し
み
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
問
題
に
も
是
非
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
一
七
四
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

10
月
刊
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
友
達
は
香
港
か
ら
次
々
い

な
く
な
る
こ
と
、
資
本
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
く

下
町
、
都
心
の
極
小
ア
パ
ー
ト
、
今
は
も
う
な
い
工

場
跡
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
。
全
て
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

愛
憎
の
中
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
き

た
香
港
。
そ
の
無
数
の
若
者
の
声
の
中
に
、
彼
ら
が

守
ろ
う
と
し
た
も
の
が
見
え
て
く
る
気
が
し
た
。

　

詩
情
の
あ
る
筆
致
で
回
想
は
淡
々
と
進
ん
で
い
く
。

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
デ
モ
隊
に
吠
え
た
警
察

へ
の
ア
ン
サ
ー
を
、
著
者
は
最
後
の
一
文
に
記
し
た
。

彼
女
の
静
か
な
が
ら
力
強
い
抵
抗
を
、
香
港
の
矜
持

を
、
そ
の
目
で
見
て
ほ
し
い
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
四
二
〇
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

6
月
刊
）
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ひ
と
り
だ
と
感
じ
た
と
き

あ
な
た
は
探
し
て
い
た
言
葉

に
出
会
う若

松
英
輔
著
　
亜
紀
書
房

　

孤
独
を
感
じ
る
時
、

あ
る
い
は
生
き
る
こ
と

に
疲
れ
て
立
ち
止
ま
り

た
い
と
思
っ
た
時
、
あ

な
た
は
何
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
友
人
と
語
り
合
う
の

も
良
い
、
一
人
歩
い
て
景
色
を
見
に
行
く
の
も
良
い

が
、
誰
か
が
過
去
に
紡
い
だ
言
葉
を
読
む
こ
と
で
し

か
心
が
救
わ
れ
な
い
時
が
あ
る
。

　

本
書
は
、「
読
む
と
書
く
」
と
い
う
自
主
講
座
の
講

師
を
務
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
1
0
0
分
de
名
著
」
で
指
南

役
と
し
て
も
活
躍
す
る
著
者
が
、
誰
か
に
寄
り
添
う

「
言
葉
」
を
参
照
し
な
が
ら
綴
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
古
典
に
始
ま
り
、
ル
＝
グ
ゥ
ィ

ン
の
『
ゲ
ド
戦
記
』、
高
村
光
太
郎
の
手
紙
の
一
節
、

精
神
科
医
神
谷
美
恵
子
の
『
生
き
が
い
に
つ
い
て
』

…
…
と
、
文
学
作
品
に
限
ら
ず
幅
広
い
文
章
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
言

葉
が
、
書
き
手
の
か
け
が
え
の
無
い
経
験
か
ら
紡
ぎ

出
さ
れ
た
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

著
者
は
言
う
、「
生
活
の
中
で
人
は
、
多
く
の
言

葉
を
知
る
。（
中
略
）
だ
が
人
生
の
一
語
は
、
そ
う

し
た
場
所
で
は
出
会
わ
な
い
。
そ
れ
は
い
つ
も
切
実

な
経
験
と
と
も
に
あ
る
」
と
。
著
者
は
仕
事
を
通
し

て
、
の
べ
一
万
篇
を
超
え
る
エ
ッ
セ
イ
や
詩
を
読
ん

だ
と
い
う
。
だ
が
、
た
だ
膨
大
な
言
葉
に
触
れ
る
だ

け
で
は
「
出
会
う
」
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
著

者
が
抱
え
て
い
た
孤
独
や
人
生
へ
の
迷
い
が
、
あ
る

言
葉
を
感
知
す
る
た
め
の
引
っ
掛
か
り
と
な
る
。

　

何
で
も
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
現
代
。
だ
が
、
自
分

に
寄
り
添
う
言
葉
は
検
索
し
て
も
出
て
こ
な
い
。
本

書
は
「
言
葉
の
処
方
箋
」
で
あ
る
と
帯
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
読
み
手
の
切
実
な
る
孤
独
と
合
わ

さ
っ
て
初
め
て
真
価
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

長
い
時
間
を
か
け
て
向
き
合
い
た
い
一
冊
。（�

茫
漠 

）

�

（
一
五
二
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

9
月
刊
）

　

本
書
に
よ
る
と
、
十

二
月
の
風
物
詩
「
児
童

を
愛
護
す
る
不
可
思
議

な
お
爺
さ
ん
」
こ
と
サ

ン
タ
さ
ん
は
、
煙
突
で
は
な
く
て
、「
窓
か
ら
は
い

つ
て
」
く
る
ら
し
い
。

　

と
き
は
大
正
三
年
、
埼
玉
の
教
育
者
で
あ
っ
た
下

中
彌
三
郎
は
、
労
働
者
階
級
も
新
聞
を
読
め
る
よ
う

に
と
、
新
語
・
流
行
語
等
を
集
め
た
実
用
的
な
新
語

辞
書
を
作
っ
た
。
こ
れ
に
目
を
通
し
た
友
人
が

「
や
・
此
は
便
利
だ
！
」
と
唸
っ
た
と
い
う
。
下
中

は
こ
れ
を
創
業
出
版
と
し
て
、「
平
凡
社
」
を
設
立

す
る
こ
と
に
な
る
（
初
版
は
成
蹊
社
か
ら
出
た
が
、

こ
ち
ら
は
直
後
に
倒
産
の
憂
き
目
に
遭
う
）。

　

見
出
し
に
は
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」、「
世エ

ス
ペ
ラ
ン
ト

界
語
」、「
未

来
派
」
と
い
っ
た
外
来
語
、
新
概
念
、
芸
術
動
向
を

示
す
も
の
が
多
く
並
ぶ
。
ま
た
、「
危
険
思
想
」、

「
言
論
の
自
由
」、「
国
家
主
義
」、「
婦
人
問
題
」
と

い
っ
た
世
相
を
反
映
す
る
言
葉
に
は
紙
幅
が
割
か
れ
、

と
き
に
挟
ま
れ
る
著
者
自
身
の
見
解
は
、
当
時
の
一

知
識
人
の
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

現
代
人
に
も
お
な
じ
み
の
言
葉
も
散
見
さ
れ
る
。

「
ク
リ
ー
ム
」
や
「
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
生

活
品
の
項
は
欧
米
化
さ
れ
て
い
く
当
時
の
生
活
を
物

語
る
し
、「
簡

S
im
p
le
�
lif

e

易
生
活
」、「
菜

V
e
g
e
ta
ria
n
ism

食
主
義
」
な
ど
は
現

代
に
も
通
ず
る
。
と
同
時
に
、
今
と
比
べ
る
と
意
味

に
差
異
も
見
出
さ
れ
、
大
正
以
降
の
言
葉
の
変
遷
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
頁
を
繰
る
毎
に
百
年
前
の
言

葉
が
躍
り
、
と
き
に
ク
ス
リ
と
笑
わ
せ
て
く
れ
る
。

「
ア
イ
ス
」
は
「
氷
」
と
の
音
通
か
ら
「
高
利
」
を

意
味
し
、
冷
た
さ
も
共
通
す
る
と
い
う
解
説
は
、
な

ん
と
も
洒
落
が
利
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。

�

（�

投
稿
・
か
ら
ま
っ
こ 

）

�

（
四
四
九
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

6
月
刊
）

ポ
ケ
ッ
ト
顧
問

や
、此
は
便
利
だ

下
中
彌
三
郎
／
秋
永
常
次
郎
編

平
凡
社
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カ
ン
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
　
新
版

岩
崎
武
雄
著

坂
部
恵
／
納
富
信
留
解
説

東
京
大
学
出
版
会

　

私
は
学
部
生
の
頃
、

図
書
館
で
偶
然
に
も
岩

崎
武
雄
の
『
西
洋
哲
学

史
』（
有
斐
閣
）
と
出

会
い
、
そ
し
て
驚
嘆
し
た
。
先
哲
の
思
想
と
は
、
偉

大
で
、
深
淵
で
、
難
解
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

哲
学
史
を
こ
れ
ほ
ど
明
快
に
記
述
し
得
る
人
が
い
た

の
か
、
と
。
そ
ん
な
岩
崎
が
自
ら
の
専
門
領
域
を
解

説
す
る
本
書
が
、
先
日
新
版
と
な
り
復
刊
さ
れ
た
。

　

本
書
は
カ
ン
ト
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を

経
て
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
至
る
ド
イ
ツ
観
念
論
を
扱
う
。

そ
の
哲
学
の
流
れ
に
対
す
る
評
価
は
、
解
説
・
坂
部

恵
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
近
世
的
人
間
と
そ
の
世
界

観
の
自
覚
に
お
け
る
進
歩
発
展
と
み
る
か
」「
逆
に
、

人
間
の
有
限
性
の
批
判
的
自
覚
か
ら
、
ふ
た
た
び
そ

れ
を
忘
却
し
た
神
秘
的
・
観
念
的
形
而
上
学
へ
の
逆

も
ど
り
の
過
程
と
み
る
か
」
に
二
極
化
し
が
ち
で
あ

る
が
、
岩
崎
が
そ
の
一
方
に
偏
る
こ
と
は
な
い
。
彼

は
四
者
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
見
透
か
し
、
自
ら

の
確
固
た
る
枠
組
み
に
心
地
よ
く
位
置
づ
け
て
ゆ
く
。

　

一
方
、
新
版
で
新
た
に
収
録
さ
れ
た
納
富
信
留
の

序
文
は
注
意
を
促
し
て
も
い
る
。「
哲
学
史
が
多
様

綴
葉
編
集
委
員
募
集
お
よ
び

投
稿
募
集
の
お
知
ら
せ

　
『
綴
葉
』
編
集
委
員
会
で
は
、
編
集
委
員
を
新
た

に
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
毎
月
二
～
三
本
の
書
評
を
書
く
こ

と
、
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
る
編
集
会
議
に
出
席
し

て
『
綴
葉
』
の
編
集
作
業
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
編

集
委
員
に
は
毎
月
若
干
の
活
動
手
当
と
、
書
評
で
取

り
上
げ
た
書
籍
の
代
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
京
都
大
学
生
協
加
入
者
で
大
学
院
の
修

士
課
程
な
い
し
医
学
部
の
五
回
生
以
上
、
そ
し
て
右

記
の
仕
事
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
方
で
す
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
し
編
集
委
員
と
し
て
の
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
添
付
の
読
者
カ
ー
ド
に
編

集
委
員
会
へ
の
参
加
希
望
の
旨
を
明
記
の
上
、
生
協

の
ひ
と
こ
と
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、『
綴
葉
』
表

紙
記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
追
っ
て
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

◆

　

ま
た
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、
書
籍

代
（
上
限
二
五
〇
〇
円
）
お
よ
び
薄
謝
を
図
書
カ
ー

ド
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

書
評
の
形
式
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

「
新
刊
／
新
書
コ
ー
ナ
ー
」：
新
刊
二
〇
字
×
三
二

行
、
新
書
二
〇
字
×
二
三
行
。
出
版
さ
れ
て
か
ら

四
ヶ
月
以
内
の
書
籍
を
対
象
と
し
ま
す
。

②�

「
私
の
本
棚
」：
三
〇
字
×
四
二
行
。普
段
の
読
書

の
中
で
特
に
面
白
か
っ
た
も
の
を
紹
介
、
批
評
し

て
下
さ
い
。
刊
行
時
期
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
冊
以
上
取
り
上
げ
た
い
場
合
は
ご
相
談
下
さ
い
。

◆

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社

名
・
総
ペ
ー
ジ
数
・
発
行
年
月
・
税
込
価
格
と
投
稿

者
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記

し
て
下
さ
い
。
郵
便
・
メ
ー
ル
ど
ち
ら
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
宛
先
は
本
誌
表
紙
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
書
き
手
の
哲
学
そ
の
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
」。
岩
崎
に
導
か
れ
な
が
ら
、
岩
崎
の

限
界
と
偏
り
も
意
識
し
て
読
む
べ
し
。
こ
の
序
文
は
、

現
代
の
読
者
に
対
す
る
最
良
の
計
ら
い
だ
と
言
え
る
。

　

私
は
、
倫
理
の
授
業
や
哲
学
史
の
講
義
で
少
し
で

も
ド
イ
ツ
観
念
論
の
知
識
を
得
て
い
る
全
て
の
人
に
、

こ
の
本
を
推
薦
し
た
い
。
安
易
な
言
い
換
え
や
戯
画

化
に
頼
ら
な
い
解
説
に
、
き
っ
と
納
得
す
る
だ
ろ
う
。

自
ら
の
課
題
と
戦
っ
た
大
哲
学
者
た
ち
の
勇
姿
に
は
、

静
か
な
興
奮
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。
伝
記
も
交
え
た
岩

崎
の
語
り
は
常
に
落
ち
着
い
て
い
な
が
ら
も
、
面
白

さ
で
は
英
雄
列
伝
に
匹
敵
す
る
は
ず
だ
。�

（�

朝
露 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
三
五
二
〇
円　

9
月
刊
）
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ガ
ウ
ス
の
黄
金
定
理

平
方
剰
余
の
相
互
法
則
で
語
る
数
論
の
世
界

西
来
路
文
朗
／
清
水
健
一
著
　
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス

現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学渡名

喜
庸
哲
著

ち
く
ま
新
書

中
世
哲
学
入
門

―
―
存
在
の
海
を
め
ぐ
る
思
想
史

山
内
志
朗
著
　
ち
く
ま
新
書

　

一
世
を
風
靡
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
」。
そ

の
代
表
者
で
あ
る
フ
ー
コ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
デ
リ

ダ
の
名
前
は
、
今
で
も
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
し
か

し
、
と
著
者
は
言
う
。
彼
ら
現
代
思
想
の
ス
タ
ー
た

ち
が
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
日
本
の

年
号
で
言
え
ば
「
昭
和
」
の
時
代
な
の
だ
。「
現
代
」

思
想
は
つ
ま
り
「
昭
和
」
の
思
想
な
の
だ
。

　

そ
こ
で
本
書
は
「
現
代
思
想
」
以
後
の
フ
ラ
ン
ス

哲
学
、
す
な
わ
ち
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
」
に
焦
点

を
当
て
る
。
構
造
主
義
／
ポ
ス
ト
構
造
主
義
で
有
名

な
フ
ラ
ン
ス
哲
学
は
〈
六
八
年
五
月
〉
を
契
機
と
し

て
、
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
状

況
や
経
験
へ
の
結
び
つ
き
」
を
特
徴
と
す
る
フ
ラ
ン

ス
哲
学
は
、
社
会
の
変
容
と
と
も
に
、
政
治
、
宗
教
、

科
学
、
技
術
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
労
働

な
ど
、
多
様
な
主
題
を
論
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
論
者
に
は
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン

シ
ー
を
は
じ
め
、
魅
力
的
な
名
前
が
多
く
並
ぶ
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
」
を
論
じ
た
本
は
無
数
に

あ
る
が
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
」
を
論
じ
た
本
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
最
新
の
動
向
を
反
映
し
た
濃
密
な
書

を
日
本
語
で
読
め
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。（�
ぱ
や 

）
�

（
三
五
二
頁　

税
込
一
二
一
〇
円　

9
月
刊
）

　

素
数
が
自
然
数
の
中
で
ど
の
よ
う
な
規
則
で
並
ん

で
い
る
の
か
は
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

素
数
で
割
っ
た
余
り
の
世
界
で
平
方
数
と
い
う
構
造

を
考
え
る
と
、
素
数
同
士
の
間
に
成
り
立
つ
あ
る
法

則
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
が
ガ
ウ
ス
の
黄
金
定
理
だ
。

　

本
書
は
ガ
ウ
ス
の
黄
金
定
理
―
―
平
方
剰
余
の
相

互
法
則
―
―
を
じ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
て
い

る
。
黄
金
定
理
を
用
い
て
実
際
に
計
算
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
ト
ス
、
フ
ェ
ル
マ
ー
、

オ
イ
ラ
ー
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
、
そ
し
て
ガ
ウ
ス
ま
で

の
数
論
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
、
最
後
に
ガ
ウ
ス
が
黄

金
定
理
に
与
え
た
七
つ
も
の
証
明
の
概
略
を
辿
る
。

証
明
の
中
に
は
複
素
数
や
二
次
形
式
の
判
別
式
を
用

い
た
技
巧
的
な
も
の
も
あ
り
、
黄
金
定
理
の
奥
深
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
書
は
非
常
に
丁
寧
な
構
成
を
し
て
お
り
、
予
備

知
識
を
必
要
と
せ
ず
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
前
半
で
は
可
能
な
限
り
四
則
演
算
の
み
で
説
明

さ
れ
て
お
り
、
途
中
式
の
省
略
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

議
論
に
置
い
て
行
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
素
数
や
代

数
学
、
そ
し
て
数
学
と
い
う
営
み
自
体
に
興
味
を
持

つ
人
な
ら
ば
誰
で
も
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。�

（�

筏 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
二
一
○
円　

10
月
刊
）

　

中
世
哲
学
は
難
し
い
。
近
代
哲
学
者
た
ち
―
―
ハ

イ
デ
ガ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
フ
ー
コ
ー
ら
に
影
響
を

与
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
中
世
哲
学
の
曖
昧
模
糊
と
し

た
海
に
は
尻
込
み
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
「
分
か
ら
な
さ
」
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

導
師
が
い
る
と
す
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
「
存
在
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
軸
に

中
世
哲
学
を
概
観
す
る
試
み
で
あ
る
。
ト
マ
ス
や
ア

ヴ
ィ
セ
ン
ナ
、
オ
ッ
カ
ム
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ

ス
と
い
っ
た
哲
学
者
ら
の
「
存
在
」
を
巡
る
哲
学
が

扱
わ
れ
る
が
、
こ
の
「
存
在
」
と
い
う
概
念
が
実
に

厄
介
な
の
だ
。
個
々
の
思
想
に
入
る
前
に
押
さ
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
雑
な
概
念
が
多
す
ぎ
る

上
に
、
そ
れ
ら
の
理
解
を
妨
げ
る
言
語
の
壁
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
初
学
者
の
苦
し
み
を
理
解
し
た
上
で
、

著
者
は
重
要
概
念
を
丁
寧
に
繰
り
返
し
説
明
し
、

我
々
の
よ
き
水
先
案
内
人
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

難
解
さ
故
に
学
び
を
止
め
る
こ
と
も
、
安
易
に
理

解
す
る
こ
と
も
正
し
い
道
で
は
な
い
。
著
者
は
言
う
、

わ
か
ら
な
さ
か
ら
生
じ
る
「
不
快
さ
を
感
じ
な
が
ら

考
え
続
け
る
こ
と
が
哲
学
だ
と
思
う
」。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
四
〇
〇
頁　

税
込
一
二
六
五
円　

6
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

忘
れ
ら
れ
な
い
絵
を
描
い
た
人

　

九
月
頭
ご
ろ
、
地
元
の
本
屋
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
、
突
然
時
間
の
流
れ

が
ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
。
周
囲
が
し
ん
と
し
て
、
そ
の
本
と
自
分
だ
け
が
存
在

す
る
世
界
に
な
る
。
表
紙
の
絵
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
て
、
そ
の
目
に
吸
わ
れ
見

返
し
見
つ
め
る
先
、
奥
に
心
が
誘
い
込
ま
れ
る
。
暖
か
い
、
寂
し
い
、
懐
か
し

い
よ
う
な
。
複
雑
に
き
も
ち
の
毛
糸
が
絡
ま
っ
て
い
く
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く

惹
か
れ
る
わ
け
を
考
え
た
い
け
れ
ど
、
そ
の
絵
を
見
て
い
る
と
靄
が
か
か
っ
た

よ
う
に
頭
が
回
ら
な
い
。
だ
か
ら
私
は
実
物
を
見
に
香
川
へ
発
っ
た
。

　

そ
の
本
と
は
『�

中
園
孔
二　

ソ
ウ
ル
メ
イ
ト 

』、
同
名
個
展
の
カ
タ
ロ
グ
だ
。

中
園
孔
二
は
東
京
藝
大
在
学
時
よ
り
「
今
年
は
天
才
が
い
る
」
と
注
目
を
集
め
、

「
壊
れ
た
機
械
」
の
よ
う
に
描
き
続
け
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
二
五
歳
で
急
逝

し
た
画
家
で
あ
る
。
彼
が
最
後
を
過
ご
し
た
香
川
で
本
個
展
は
行
わ
れ
た
。
一

〇
〇
点
超
の
作
品
を
浴
び
、
私
は
や
っ
ぱ
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
圧
倒
さ

れ
た
。
彼
は
多
作
な
人
だ
っ
た
。
本
格
的
に
絵
画
制
作
を
行
っ
た
九
年
間
で
六

〇
〇
点
に
及
ぶ
絵
を
描
い
た
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
か
だ
っ
た
。
手
法
も
画

材
も
様
々
、
指
や
肘
な
ど
自
分
の
身
体
も
使
っ
て
絵
を
描
い
た
。
彼
の
絵
は
レ

ト
ロ
ゲ
ー
ム
風
の
ポ
ッ
プ
な
雰
囲
気
の
な
か
人
が
影
に
銃
殺
さ
れ
た
り
水
墨
画

的
な
テ
イ
ス
ト
で
人
の
顔
が
ひ
し
め
い
て
い
た
り
児
童
文
学
の
よ
う
な
の
ど
か

な
草
原
に
絵
の
具
の
竜
巻
が
出
現
し
た
り
、
無
数
の
景
色
を
う
つ
し
出
す
。
彼

は
し
か
し
言
う
。「
表
面
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
て
も
景
色
は
一
個
」
だ
と
。

　
「
な
に
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
は
、
そ
ん
な
に
重
要
じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う
か
。

（
略
）
絵
を
描
く
っ
て
い
う
の
は
、
自
分
の
中
で
外
縁
を
作
る
み
た
い
な
印
象

で
、
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
に
す
ご
く
意
味
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
僕
の
中
で
は
。

一
個
で
き
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
の
、
な
ん
て
言
う
ん
で
す
か
ね
、
形
が
現

れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
中
側
は
わ
か
ら
な
い
し
、
見
え
な
い
し
、
触
れ
な

い
か
ら
、
外
縁
を
作
っ
て
表
し
て
（
略
）
中
の
こ
と
を
景
色
っ
て
い
う
ふ
う
に

言
っ
て
る
だ
け
で
、
景
色
は
一
個
っ
て
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」。
個
展

の
終
盤
、
生
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
が
流
れ
て
い
た
。
初
め
て
彼
を
見
、
声

を
聞
い
た
。
静
か
な
空
気
を
纏
い
、
質
問
に
対
し
自
分
の
中
を
掘
り
下
げ
、
探

り
探
り
澄
ん
だ
柔
ら
か
い
声
で
話
し
て
い
た
。
も
っ
と
彼
に
近
づ
き
た
い
と
思

い
な
が
ら
香
川
を
発
っ
た
。

　

中
園
の
人
生
に
関
わ
っ
た
人
物
た
ち
へ
の
取
材
と
書
き
残
さ
れ
た
一
五
〇
冊

の
ノ
ー
ト
を
元
に
記
さ
れ
た
評
伝
『�

穏
や
か
な
ゴ
ー
ス
ト　

画
家
・
中
園
孔
二

を
追
っ
て 

』
を
開
く
と
、
著
者
も
中
園
の
絵
に
対
し
「
わ
か
ら
な
さ
」
か
ら
出

発
し
た
ら
し
い
。
そ
の
著
者
と
と
も
に
中
園
を
追
っ
て
い
く
中
で
、
私
の
頭
も

少
し
ず
つ
靄
が
晴
れ
て
い
っ
た
。
私
が
見
た
彼
の
景
色
を
羅
列
す
る
。
本
著
の

中
で
「
あ
ん
な
人
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
見
た
。
中
学
時
、
個
人
面

談
続
き
の
先
生
に
飲
み
物
を
買
っ
て
き
た
。
自
分
も
部
活
中
で
汗
だ
く
な
の
に
。

人
を
よ
く
見
て
思
い
や
る
人
だ
っ
た
。
そ
の
優
し
さ
に
打
た
れ
て
出
た
「
あ
ん

な
人
い
な
い
」
だ
っ
た
。
彼
は
死
に
た
い
人
の
た
め
に
絵
を
描
い
て
い
た
。
彼

は
多
分
寂
し
が
り
屋
だ
っ
た
。
彼
は
よ
く
夜
の
森
を
彷
徨
い
歩
い
た
。
崖
や
軍

基
地
な
ど
立
ち
入
り
禁
止
場
所
に
も
侵
入
し
た
。
最
期
の
場
所
は
海
だ
っ
た
。

子
ど
も
の
よ
う
に
自
由
に
行
き
た
い
所
へ
行
く
。
い
や
む
し
ろ
原
始
の
、
人
間

の
も
と
の
姿
、
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
ど
こ
へ
で
も
進
ん
で
い

き
、
場
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
。
な
ん
て
気
持
ち
良
い
生
き
方

だ
ろ
う
。
彼
の
絵
も
言
葉
も
感
情
的
な
だ
け
で
な
く
深
い
思
考
か
ら
出
た
も
の

で
、
情
勢
な
ど
を
超
え
て
世
界
そ
の
も
の
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
。

　

私
は
ま
だ
彼
に
追
い
つ
け
て
は
い
な
い
。
彼
の
見
た
か
っ
た
一
個
の
景
色
を

見
た
く
て
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
彼
を
抱
い
て
世
界
を
生
き
て
い
く
。�

（�

黄
丹 

）
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私の本棚

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
読
書
案
内

　

今
ガ
ザ
で
起
き
て
い
る
こ
と
―
―
水
、
電
気
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
め

ら
れ
、
爆
撃
さ
れ
、
命
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
現
状
―
―
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

に
他
な
ら
な
い
。
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
米
諸
国
、
そ
し
て
日
本
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
を
支
持
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
の
ハ
マ
ー
ス

に
よ
る
攻
撃
が
、「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
が
、
契
機
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
。
眼
を
背
け
た
く
よ
う
な
惨
劇
に
直
面
し
な
が
ら
、
攻
撃
を
支
持
す
る
国

に
暮
ら
し
加
害
者
と
な
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
ま
さ
に
起
き
て
い
る

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
一
刻
も
早
く
止
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

問
題
の
根
源
に
た
ち
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
一
〇
月
七
日
の
「
テ
ロ
」

に
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
、
民
族
浄
化
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
、

植
民
地
主
義
、
人
種
主
義
の
暴
力
を
断
つ
こ
と
こ
そ
が
解
決
の
道
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
紙
面
で
私
は
、
本
を
紹
介
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
大
学
に
い
る
者

と
し
て
、
学
知
が
蓄
積
し
て
き
た
記
述
と
批
判
を
、
こ
こ
に
示
す
。

　

ま
ず
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
よ
い
か
。
こ
こ
で
は
早
尾
貴
紀
『�

パ
レ
ス
チ
ナ

／
イ
ス
ラ
エ
ル
論 

』（
有
志
舎
）
を
勧
め
た
い
。
本
書
は
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を

取
り
巻
く
学
説
の
明
解
か
つ
包
括
的
な
概
説
書
で
あ
る
。
大
き
く
思
想
、
表
象
、

歴
史
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
民
族
」
と
「
国
家
」
を
め
ぐ

る
思
想
史
的
展
開
の
考
察
、
映
像
作
品
の
表
象
分
析
、
占
領
の
実
態
の
歴
史
的

展
開
や
歴
史
認
識
論
争
を
扱
っ
て
い
る
。
早
尾
は
本
問
題
を
世
界
史
の
文
脈
で

位
置
付
け
る
、
当
事
者
と
し
て
の
日
本
の
立
ち
位
置
を
強
調
す
る
。
よ
り
多
く

の
論
者
の
言
葉
が
聞
け
る
と
い
う
意
味
で
は
『�

現
代
思
想
二
〇
一
八
年
五
月
号　

特
集
：
パ
レ
ス
チ
ナ
―
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
―
―
暴
力
と
分
断
の
70
年 

』（
青
土

社
）
も
よ
い
。
本
書
で
は
一
九
四
八
年
の
ナ
ク
バ
か
ら
七
〇
年
の
時
機
に
、
研

究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
論
考
を
集
め
た
特
集
が
組
ま
れ
た
。
論
集
で

あ
る
た
め
、
体
系
的
に
情
報
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
だ

か
ら
こ
そ
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
本
書
自
体
が
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
と

な
っ
て
今
後
の
読
書
の
道
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
サ
ラ
・
ロ
イ
『�

ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
か
ら
ガ
ザ
へ　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
政
治
経
済
学 

』（
青
土
社
）
で
は
、
政

治
経
済
学
的
視
点
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
の
暴
力
性
が
分

析
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
低
開
発
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
土
地
や
水
と
い

っ
た
資
源
を
奪
い
取
り
、
ガ
ザ
内
で
の
労
働
機
会
を
奪
い
取
る
こ
と
で
、
組
織

的
な
開
発
を
阻
害
す
る
「
反
開
発
」
で
あ
る
と
ロ
イ
は
主
張
し
て
い
る
。

　

よ
り
ミ
ク
ロ
な
視
線
か
ら
人
々
の
姿
に
迫
る
の
が
文
学
だ
。
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ

ネ
『�

シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
の
四
時
間 

』（
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
）
は
、
一
九
八
二
年
に

レ
バ
ノ
ン
で
起
き
た
サ
ブ
ラ
ー
・
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
大
虐
殺
直
後
に
シ
ャ
テ
ィ
ー

ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
経
験
を
描
く
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ

は
そ
こ
に
横
た
わ
る
遺
体
を
緻
密
に
記
述
し
、
死
者
と
対
話
す
る
。
仏
文
学
研

究
者
で
あ
る
鵜
飼
の
解
説
も
厚
く
、
本
書
を
解
釈
し
位
置
づ
け
る
助
け
に
な
る
。

文
学
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
の
痛
み
の
記
憶
を
残
す
一
冊
だ
。
そ
し
て
京
大
に
馴
染

み
深
い
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
者
岡
真
理
の
『�

ガ
ザ
に
地
下
鉄
が
走
る
日 

』（
み
す

ず
書
房
）。
本
書
は
、
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
パ
レ
ス
チ
ナ
や
、
レ
バ
ノ
ン
、

ヨ
ル
ダ
ン
と
い
っ
た
周
辺
国
を
訪
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
や
難
民
と
出
会
い
言
葉

を
交
わ
し
て
き
た
岡
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
し
て
、

占
領
下
・
難
民
と
し
て
生
き
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
も
剥
奪
さ
れ
た
人
々
の

生
の
声
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
根
底
で
人
間
を
突
き
動
か
す
、

決
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
希
望
の
力
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
を
手
に
取
り
、
と
も
に
声
を
上
げ
よ
う
。
過
去
の
暴
力
を
忘
れ
な
い
た
め

に
。
そ
し
て
今
起
き
て
い
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
止
め
る
た
め
に
。（�

た
い
や
き 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
新
刊
コ
ー
ナ
ー
は
あ
る
け
れ
ど
…
時
々
、
超
絶
古

く
て
（
良
い
）
お
す
す
め
本
と
か
…
お
も
し
ろ
い
か

も
!��

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に

『
綴
葉
』
で
は
古
典
を
あ
ま
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

私
は
最
近
漱
石
を
読
ん
で
い
ま
す
が
、
永
い
時
を
超

え
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
古
典
に
は
普
遍
的
な
面
白

さ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

執
筆
さ
れ
た
当
時
の
文
化
や
時
勢
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
古
典
文
学
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
文
学
作
品
だ
け
で
な
く
、
各
分
野
の
古
典

的
名
著
を
取
り
扱
う
の
は
と
て
も
面
白
そ
う
で
す
。

○
8
・
9
月
号
の
表
紙
は
委
員
の
方
が
撮
ら
れ
た
写

真
で
す
か
。
と
て
も
よ
い
、
目
を
釘
付
け
に
す
る
一

枚
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

（�

文
学
研
究
科
・
渡
世 

）

○
表
紙
の
写
真
が
海
外
で
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
い
い
写
真
で
す
ね
。

�

（�

農
学
研
究
科
・
ス
ミ
レ 

）

―
―
い
い
写
真
ば
か
り
で
す
よ
ね
。
写
真
担
当
の
委

員
が
自
身
の
撮
っ
た
写
真
か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。
写

真
と
い
え
ば
、
11
月
号
で
は
『
月
夜
の
晩
に
』、『
写

真
論
』
と
写
真
に
関
す
る
書
評
が
二
本
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（�

筏 

）

　先日、知恩寺境内で開催の「秋の古本まつ
り」に行ってきました。夏の下鴨、秋の知恩
寺、春のみやこめっせ、これが通称「京都三
大古本まつり」です。古本オタクを自称する
人間として、これら三つのまつりには、毎日
必ず参加したい。狙うは皆勤賞です。けれど
も今回の古本まつりは、なんと初日の参加が
叶わず……。非常勤の仕事ゆえです。これば
っかりはどうしようもない。気を取り直して
二日目から参加し、それ以後は皆勤賞となり
ました。パリッと晴れた青空と、ずらっと並
んだ古本たち、その相性は格別です。
　今年の知恩寺ではいい光景を見ることがで
きました。今年から復活したチャリティーオ
ークションです。舞台に上がった古本屋の店
主さんたちが、威勢よく大きな声で「三〇〇
円、五〇〇円、一〇〇〇円、一五〇〇円、は
い、そこの白い帽子のお兄さんに決定！」と、
手際よく大量の古本を捌いてゆくその光景は、
何だかそこだけ昭和の時代が戻ってきたみた
いで、見ているだけでとても気持ちのいいも
のでした。古本を買わなくても、この光景を
見るだけで、古本まつりは十分満喫できるの
ではないか、そんなことを思ったりもしまし
た（僕は合計六〇冊以上買いましたが）。
　やっぱり「まつり」はいいですね。（�ぱや ）

当てよう！図書カード編集後記
　里芋の旬がやってきました！　コロッケ、
煮っころがし、スープ等々、どう調理しても
おいしい里芋。そんな里芋のなかでも白くき
め細やかな肉質、丸々として形が揃っている
ことを特徴とした愛媛県オリジナル品種の販
売名は次のうちどれでしょう。
　1．伊予姫　　　　2．伊予美人
　3．瀬戸姫　　　　4．里之美人
� （�はらん ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 1月 15 日です。

《8・9月号の解答》 8・9 月号の問題の正解
は、2．の盆灯篭でした。広島ではお盆に色
鮮やかな灯篭をお供えする風習があります。
宗派を問わず普及しており、コンビニで灯篭
が売られるほどです。図書カードの当選者は、
ハードラーさん、スミレさん、渡世さん、き
つねそば大盛りさん、いいみょんさんの 5名
です。当選おめでとうございます。� （�筏 ）


